
令和７年度取組状況報告 

 

施 策 ４ ハード・ソフト両面からのユニバーサルデザインの 
まちづくりを進める 

取組項目１ 誰もが安心・快適に利用できる施設を増やす 
 

 

［事業番号 30］ 民間建築物のハード・ソフト両面からのバリアフリー化 

の推進 

 

 

１ 民間建築物のバリアフリー改修助成の実施 

（1）事業内容 

   平成15年４月以前に着工している特別特定建築物のバリアフリー化を促進

するため、バリアフリー整備に係る費用の1/2（上限額あり）を助成する。 

 

(2) 令和 10 年度末目標 

・民間建築物のバリアフリー改修助成件数  300 件（累計） 

   
（3）令和７年度の取組 

・助成件数 ７件（累計 266 件） 

用途 整備内容 件数 

診療所・飲食店 洋式便所への改修   ２件 

物販店舗 昇降機設置   １件 

共同住宅 階段等の手摺り設置 ３件 

共同住宅 共同玄関を自動ドアへ改装 １件 

 

 

整備事例１（イメージ）  

   入口に段差があったので、昇降機を設置しました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資 料 ２ - ２ 



 

整備事例２（イメージ）  

   階段に手すりを設置しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

２ 合理的配慮の理解促進 

（1）事業内容 

   テーマ別に小規模店舗改修のヒント集を発行する（出入口・通路・トイ

レ）。改修事例をもとに、整備のポイントを開設するとともに、ハード整備

で対応できない場合の工夫等も盛り込み、ハード、ソフト面からの店舗等の

バリアフリー化を目指す。 

 

(2) 令和 10 年度末目標 

・改修のヒント集（通路編・トイレ編）発行 

・取組事例の紹介による理解促進 

 
（3）令和７年度の取組 

小規模店舗改修のヒント集（通路編）発行 

   区ホームページに掲載して周知を図るとともに、研修等においても活用

する。 

 

 

３ 令和８年度の取組（予定） 

（1）バリアフリー改修助成の実施 

   区ホームページ、区報掲載等により、事業の周知を図る。 

（2）改修のヒント集 

   バリアフリー整備・設計のヒント集（トイレ編）を発行 


